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事 業 名 

 

 

義肢装具等完成用部品のデータベース化に関する調査研究 

 

事 業 目 的 

 

平成１８年１０月、障害者自立支援法の第２次施行により、補装具

費の支給がなされているところであるが、限られた財源の有効活用が

求められる補装具費の支給については、利用者にとって、公平性や透

明性が確保された仕組みとすることが必要であり、また、真に必要な

補装具を適正な価格で提供することが望まれているところである。 

このような背景を受け、本事業では、義肢装具等の支給額の中で一

定の割合を占める完成用部品について、適切かつ有効な選択に資する

情報に関する調査研究を行い、利用者の状態像や使用環境に適合する

完成用部品の選択が可能となるような情報提供システムの在り方に

ついて調査研究するとともに、実際にデータベースシステムの開発を

行うことを目的とする。 

事 業 概 要 

１．調査研究委員会の設置 

 本事業の実施にあたり、学識経験者、実務者等から構成する調査

研究委員会を設置した。 

２．完成用部品に関する調査研究 

利用者の状態像や使用環境に適した、適切な完成用部品を選択す

るために必要な、適応情報や機能情報等についての調査研究を行

い、情報収集を行う項目等のフォーマットを作成するとともに、情

報収集及び情報提供の方策について調査研究を行った。 

３．完成用部品についてのデータベース構築等 

上記の検討を踏まえて、現行３０００品目を超える完成用部品に

ついて、登録メーカーに対して情報提供依頼を行い、データベース化

を図った。 

４．結果の検討及び報告書作成 

調査結果等の内容を報告書にとりまとめ、関係機関に配布した。 



 

事業実施結果 

及び効果 

義肢・装具・座位保持装置の完成用部品については、現在登録され

ているもので約３０００品目超あり、義肢等に精通した専門家であっ

ても、その機能等について比較検討し、利用者の状態像や使用環境に

適した、適切な完成用部品を選択することは容易ではなくなってきて

いる現状がある。 

本事業の効果及び活用方法として、それらの完成用部品の適応情報

や機能情報等について収集し、データベースを構築することにより、

利用者の状態像や使用環境に適合する完成用部品の選択が容易に可

能となり、利用者に対する最も適切な補装具の提供等に寄与するもの

である。 
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